
序本
論第

一
章

四
節

第
二
章

一
節

二
節

三
節

四
節

第
三
章

「
古
本
説
話
集
」
の
敬
語
に
つ
い
て
の

補
助
動
調
四
段
活
用
「
給
ふ
」
に
つ
い
て
l

「
（
さ
）

せ
給
ふ
」
と
「
動
詞
連
用
形
＋
給
ふ
」
を
中
心
に

「（・
8
）
せ
給
ふ
」
の
使
用
対
象

「
動
詞
連
用
形
＋
給
ふ
」
の
使
用
対
象

「
（
さ
）
せ
給
ふ
」
と
「
動
詞
連
用
形
＋
給
ふ
」
の

使
用
対
象
の
比
較

ま
と
め

謙
譲
の
補
助
動
詞
l

「
奉
る
」

乙上
接
す
る
動
調
に
つ
い
て

使
用
対
象
に
つ
い
て

説
話
内
の
使
用
分
布

宇
？
と
め

「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」

目

次

一
節一節

ニ
節

「
参
ら
す
」
を
中
心

考
察

三
十
一
回
生

寺

本

ゆ

り

台、

一
節

二
節

三
節

四
節

結
論

「
侍
り
」
に
つ
い
て

「
候
ふ
」
に
つ
い
て

説
話
内
容
か
ら
み
た

ま
と
め

「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」

-9一
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院
政
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
古
本
説
話
集
」
に
は
、
異
な
り

語
数
八
六
語
（
但
し
動
調
・
補
助
動
詞
・
助
動
詞
）
の
敬
語
が
使
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
尊
敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
各
々
一
一
語

或
い
は
ニ
語
を
選
ぴ
、
特
に
そ
れ
ら
の
使
用
対
象
を
中
心
に
、
そ
の

使
わ
れ
万
の
特
徴
を
捉
え
、
そ
れ
に
よ
り
「
古
本
説
話
集
」
に
用
い

ら
れ
た
敬
語
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
と
と
に
す

る
。
猶
、
研
究
方
法
の
一
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
及
び
成
立
期
を
ほ
ぼ

同
じ
く
す
る
「
今
昔
物
語
集
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
敬
語
と
比
較
し

て
ゆ
く
が
、
そ
の
資
料
と
し
て
桜
井
光
昭
著
「
今
音
物
語
集
の
語
法

の
研
究
」
を
用
い
た
。
特
に
使
用
対
象
を
詳
細
に
み
て
ゆ
く
た
め
、



同氏による使用対象の基準で分類した。分類基準は次の如

くである。

IV II ll I群

係そ E大 天
、の 群 納 皇

肉他 I乙 言
親 続 皇 使
、仏 く 中 族

男神 も納
女、 の 言 摂 用
関通 で 関
係行 国 大
な中 司 将 大 対
ど、 以 臣
旅 下 中
先 将 象
関 な
係 ど、

特 及
J.llj ぴ
な 僧
和リ イ呂
害
関

補
助
動
調
四
段
活
用
「
給
ふ
」
に
つ
い
て
｜
｜

「
（
さ
）
せ
給
ふ
」
と
「
動
詞
連
用
形
＋
給
ふ
」
を

中
心
に

本
章
で
は
使
用
対
象
を
詳
細
に
み
て
い
き
な
が
ら
随
時
「
今
昔
物

語
集
」
の
使
用
対
象
と
比
較
し
て
い
っ
た
が
、
そ
と
に
何
ら
大
き
な

相
違
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
一
章

謙
譲
の
補
助
動
調

i
l「
奉
る
」

心
に

表
一
、
表
ニ
を
比
較
す
る
と
、
「
参
ら
す
」
の
勢
力
が
「
古
本
説

話
集
」
に
お
い
て
台
頭
し
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
本
章
で
は
主

に
、
如
何
に
し
て
「
参
ら
す
」
が
そ
の
勢
力
を
強
め
て
き
た
か
を
探

ヲ。。

第
二
章

「
参
ら
す
」
を
中

一
節
上
接
す
る
動
調
に
つ
い
て

謙
譲
の
補
助
動
調
に
上
接
す
る
動
詞
（
補
助
動
調
を
含
む
）
を
語

嚢
論
的
な
傾
向
を
み
る
目
的
か
ら
、
「
国
立
国
語
研
究
所
報
告
白
」

「吉本説話集」接続動詞の分類表

動 詞 動 調

2.1 2.3 2.5 計 2. 1 2. 3 計

泰 83 137 5 225 奉 11 59 70 
Jレ 36.9% 60.9% 2.2% 100. 0% る 15. 7 % 84. 3 % 100.0% 

聞 15 15 参 11 18 29 ニL 100. 0% 100. 0% ら 38. 0 % 62. 0 % 100 0% 
す

申 8 59 1 68 
ス 11.8% 86.8% 1.5 % 100. 1 % 申 3 .10 13 

す 23. l % 76. 9 % 100. 0% 

2.1 抽象方的関係く組（人間や自然のあり

H のわ み） 3 3 
動 一 100. 0% 100.0% 

2.3 人間活動一精神及び行為
詞

2.5 自然一自然及び自然現象 （給
下 3 3 

自著基「準今昔物語集の語法の研 ニふ 100. 0% 100.0% 
？類 は国立国語研究所

、、，，

表三「今昔物語集」接続動詞の分類表表四
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の
分
類
語
実
表
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。
但
し
同

語
嚢
表
は
、
現
代
語
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
表
三
作
成
の
際
は
、

そ
の
ま
ま
古
代
語
に
適
用
し
た
。
表
三
か
ら
、
抽
象
的
関
係
を
示
す

動
詞
に
最
も
多
く
接
続
す
る
の
が
「
参
ら
す
」
で
あ
る
ζ

と
が
わ
か

る。

ζ

れ
は
則
ち
、
「
参
ら
す
」
の
幻
（
抽
象
的
関
係
）
と
幻
（
人

間
活
動
）
に
使
わ
れ
る
割
合
が
、
他
四
例
と
比
べ
て
差
が
小
さ
く
、

比
較
的
平
均
し
て
種
々
の
動
詞
に
接
続
し
て
い
る
ζ

と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
「
今
昔
物
語
集
」
の
接
続
動
詞
の
分
類
表
（
表
四
）
の

「
奉
ル
」
と
表
三
の
「
奉
る
」
の
各
々
の
接
続
動
詞
の
割
合
を
比
べ

る
と
、
「
古
本
説
話
集
」
の
万
が
、
よ
り
幻
（
人
間
活
動
）
に
偏
っ

て
使
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
今
昔
物
語
集
」
で
「
奉

る
」
が
割
に
平
均
し
て
種
々
の
動
詞
に
接
続
し
て
い
た
の
に
対
し
、

「
古
本
説
話
集
」
で
は
「
参
ら
す
」
の
出
現
で
「
奉
る
」
の
使
用
数

が
削
減
さ
れ
た
と
い
う
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
特
に
抽

象
的
関
係
が
減
少
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
「
時
緊
敬
語
史
」

に
よ
れ
ば
、
本
来
「
奉
る
」
は
、

ζ

乙
で
い
う
人
間
活
動
に
接
続
し

て
い
て
徐
々
に
他
の
範
囲
に
使
用
を
広
げ
て
い
っ
た
と
あ
り
、
「
古

本
説
話
集
」
の
時
期
に
「
参
ら
す
」
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
た
め
、

「
奉
る
」
が
後
に
広
げ
て
い
っ
た
範
囲
の
所
に
「
参
ら
す
」
の
介
入

を
許
し
、
結
果
的
に
「
奉
る
」
の
本
来
の
使
用
範
囲
で
な
い
抽
象
的

関
係
が
減
少
す
る
ζ

と
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
裏
を
返
せ

ば
、
「
参
ら
す
」
は
抽
象
的
関
係
の
分
野
か
ら
、
「
奉
る
」
の
勢
力

範
囲
に
侵
入
し
て
い
っ
た
ら
し
い
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

ま
だ
「
奉
る
」
の
勢
力
は
「
古
本
説
話
集
」
に
お
い
て
圧
倒
的
で
あ

っ
』
た
。

ニ
節
使
用
対
象
に
つ
い
て

「
奉
る
」
「
参
ら
す
」
「
申
す
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
、

地
の
文
で
は
「
奉
る
」
「
参
ら
す
」
「
申
す
」
各
々
に
相
違
点
は
殆

ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
会
話
文
に
お
い
て
は
、
用
例
数
が
少
な

い
乙
と
も
あ
ろ
う
が
、
「
申
す
」
の
敬
度
が
、
使
用
対
象
を
調
べ
た

結
果
、
他
の
二
語
よ
り
多
少
落
ち
て
い
る
と
い
う
乙
と
が
わ
か
っ
た
。

三
節
説
話
内
の
使
用
分
布

「
奉
る
」
「
参
ら
す
」
の
説
話
内
の
使
用
分
布
を
整
理
す
る
と
、

両
者
共
に
本
朝
仏
法
・
天
竺
説
話
に
集
中
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
謙
譲
の
補
助
動
調
の
大
半
が
仏
神
関
係
に
用

い
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
事
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
奉

る
」
と
「
参
ら
す
」
は
各
々
二
二
説
話
、
一
一
説
話
に
使
わ
れ
、
両

用
さ
れ
た
説
話
は
そ
の
う
ち
七
説
話
あ
る
。
つ
ま
り
「
参
ら
す
」
か

ら
み
る
と
約
六
割
は
、
「
奉
る
」
と
の
混
在
で
あ
る
乙
と
に
な
る
。

乙
れ
は
元
来
は
、
「
参
ら
す
」
の
使
用
部
分
に
他
の
謙
譲
の
補
助
動

詞
が
あ
っ
た
（
例
一
の
よ
う
な
場
合
）
、
全
く
伺
も
な
い
所
に
「
参

ら
す
」
を
新
た
に
加
え
た
（
例
二
の
よ
う
な
場
合
）
な
ど
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仮
説
の
立
証
と
し
て
各
々
一
列
ず
つ

を
次
に
掲
げ
る
。

例
一
（
古
本
説
話
集
）
き
て
覚
め
た
る
に
、
又
お
な
じ
や
う
に
な

や
そ
前
に
あ
れ
ば
泣
く
／
＼
又
返
し
ま
い
ら
せ
っ
。

（
今
昔
）
驚
テ
見
レ
パ
亦
同
様
二
則
ニ
有
リ
。
亦
前
ノ
知
ク

返
シ
泰
ツ
。

例
二
（
古
本
）
「
乙
の
世
は
め
で
た
く
心
に
く
L

い
ふ
に
て
過
ぎ

さ
せ
給
へ
る
に
、
後
の
世
い
か
Y
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
し
に
、
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ひ
た
ふ
る
に
御
を
ζ
な
い
た
ゆ
み
な
く
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
・
：
」

（
今
昔
）
現
世
ノ
微
妙
ク
可
咲
シ
ク
シ
テ
過
サ
セ
給
ヒ
ニ
シ
カ
パ

後
生
ハ
罪
深
ク
ヤ
御
シ
マ
サ
ム
ズ
ラ
ム
ト
人
皆
思
ヒ
ケ
ル
ニ

御
行
ヒ
緩
ム
事
元
ク
貴
ク
シ
テ
・
j
i－－

「
参
ら
す
」
の
み
用
い
ら
れ
「
奉
る
」
の
見
ら
れ
ぬ
説
話
は
、
比

較
的
新
し
い
時
代
の
成
立
の
も
の
と
み
ら
れ
、
一
一
世
紀
以
前
に
成

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
説
話
を
み
る
と
「
奉
る
」
他
の
敬
語
と

「
参
ら
す
」
は
混
用
さ
れ
で
い
る
の
で
あ
る
。

四
節
ま
と
め

謙
譲
の
補
助
動
詞
の
中
で
「
古
本
説
話
集
」
成
立
期
に
勢
力
を
持

っ
て
い
た
の
は
「
奉
る
」
で
あ
る
が
、
「
参
ら
す
」
が
当
時
徐
々
に

力
を
強
め
つ
つ
あ
り
、
「
き
ζ

ゅ
、
き
ζ

え
さ
す
」
の
地
位
を
崩
し

つ
つ
、
「
奉
る
」
に
ま
で
侵
出
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
「
奉
る
」
と
「
参
ら
す
」
の
上
接
動
調
に
共
通
な
も
の
が
多

く
あ
る
ζ
と
、
使
用
対
象
の
範
囲
か
ら
み
て
「
参
ら
す
」
の
そ
れ
を

「
奉
る
」
の
そ
れ
が
含
有
し
て
い
る
と
と
、
両
者
に
使
用
状
況
（
敬

意
主
体
と
敬
意
対
象
と
の
聞
の
蕗
差
等
）
の
違
い
が
さ
ほ
ど
み
ら
れ

な
い
ζ

と
、
「
参
ら
す
」
が
本
来
「
奉
る
」
で
あ
っ
た
所
に
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
と
と
、
な
ど
か
ら
わ
か
る
。

以
上
の
ζ
と
か
ら
、
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
古
本
説
話
集
」
が
、

文
体
、
性
格
を
多
少
異
な
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
や
は
り
両
作
品

聞
で
は
、
そ
ζ

に
使
用
さ
れ
た
謙
譲
の
補
助
動
詞
が
か
な
り
異
な
り
、

短
期
の
聞
に
「
参
ら
す
」
が
勢
力
を
強
め
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
ζ

と
は
、
言
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」

本
章
で
は
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
の
使
用
対
象
に
つ
い
て
の
違
い

の
有
無
を
中
心
に
「
吉
本
説
話
集
」
が
成
立
し
た
頃
の
「
侍
り
」
と

「
候
ふ
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
猶
本
章
で
取
り
扱
う
の

は
、
会
話
文
中
の
対
者
敬
語
で
あ
る
「
侍
り
」
一
九
例
と
「
候
ふ
」

一
O
七
例
で
あ
る
。

一
節
「
侍
り
」
に
つ
い
て

「
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
は
、
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
の
各
々

に
、
使
用
の
原
則
が
あ
っ
た
が
「
古
本
説
話
集
」
に
お
い
て
は
、

「
侍
り
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
使
用
の
際
に
、
な
ん
ら
原
則
ら
し
き

も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
「
今
昔
物
語
集
」
に
み
ら
れ
た
、

「
侍
り
」
の
使
用
原
別
で
あ
る
、
聞
き
手
の
ト
ッ
プ
l
ク
ラ
ス
に

I

群
は
ま
ず
な
い
、
神
仏
の
祈
り
に
用
い
た
例
は
な
い
、
な
ど
は
、

「
古
本
説
話
集
」
の
「
侍
り
」
の
使
い
方
に
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、
聞

き
手
と
し
て
、
道
長
や
、
僧
が
出
で
き
た
り
、
神
仏
の
祈
り
の
例
も

あ
る
。結

局
「
侍
り
」
に
つ
い
て
い
え
る
と
と
は
、
使
用
対
象
の
上
限
は

I
群
の
中
の
摂
関
あ
た
り
で
、
下
限
は

E
群
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
使

用
数
は
少
な
い
が
、
そ
の
使
用
対
象
の
幅
は
広
域
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。ニ

節
「
候
ふ
」
に
つ
い
て

「
候
ふ
」
に
つ
い
て
そ
の
使
用
対
象
を
調
べ
た
結
果
ま
ず
い
え
る

ζ

と
は
、
そ
の
上
限
は
帝
、
下
限
は
庶
民
と
広
域
で
使
わ
れ
て
い
る

事
で
あ
る
。
次
に
、
話
し
手
上
位
、
身
分
の
低
い
者
同
志
と
い
っ
た

「
今
昔
物
語
集
」
の
「
候
ふ
」
の
使
用
の
際
に
は
到
底
み
ら
れ
な
か
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った使用対象の例が幾つもある、という事である。則ち、

「侍り」と同様、「候ふ」にも「今昔物語集」にみられた

使用の原則はみられない。

表五

カ オ コ二 ウ イ ア

ぷ寸〉、

侍 候 な 給 候 な
昔物

り ふ し ふ ふ し 圭日五口

集

古
候 侍

本説

ふ り 話
集

次
に
考
え
ら
れ
る
事
は
、
一
般
に
言
わ
れ
る
「
今
昔
物
語
集
」
が

成
立
し
て
数
十
年
後
に
「
宙
本
説
話
集
」
が
成
立
し
た
、
と
い
う
説

を
裏
付
け
る
結
果
が
、
「
候
ふ
」
に
で
て
い
る
と
い
え
、
通
説
は

「
候
ふ
」
の
面
か
ら
も
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
表
五
は
「
古
本
説
話

集
」
の
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
を
基
準
と
し
て
、
同
様
の
説
話
の
み

ら
れ
る
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
、
各
々
の
語
の
位
置
す
る
場
所
は
ど

う
で
あ
る
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
カ
」
は
「
侍
り
」

か
ら
「
候
ふ
」
へ
の
典
型
的
な
使
用
の
変
化
で
あ
る
。
ァ
、
ィ
、
ゥ

に
つ
い
て
は
、
両
作
品
の
原
本
と
思
わ
れ
る
「
散
依
古
本
宇
治
大
納

言
物
語
」
な
る
書
物
の
存
在
に
関
わ
る
問
題
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
程

度
忠
実
に
原
本
の
敬
語
に
従
っ
て
成
立
し
た
の
が
「
古
本
説
話
集
」
、

編
纂
時
の
敬
語
意
識
を
重
視
し
た
の
が
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
な
か

っ
た
の
か
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
例
外
と
み
な
せ
る
守
た
ろ
う
。
よ
っ

て
「
今
昔
物
語
集
」
「
古
本
説
話
集
」
の
順
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る

説
は
、
対
者
敬
語
が
「
侍
り
」
「
候
ふ
」
の
順
で
移
り
変
わ
っ
て
い

っ
た
乙
と
な
ど
も
含
め
た
「
候
ふ
」
の
立
場
で
も
立
証
で
き
る
の
で

あ
る
。

三
節
説
話
内
容
か
ら
み
た
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」

「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
の
使
用
説
話
を
み
る
と
、
「
侍
り
」
の
み

の
説
話
が
一
一
一
、
「
候
ふ
」
の
み
の
説
話
が
一
八
、
両
者
混
用
説
話
が

三
、
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
候
ふ
」
の
み
を
使
用
し
た

説
話
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
細
に
調
べ
た
結
果
、

次
の
よ
う
な
と
と
が
わ
か
っ
た
。

一
「
侍
り
」
の
使
用
説
話
は
十
一
世
紀
以
前
の
も
の
で
、
当
時
の

話
し
言
葉
の
残
存
と
し
て
「
侍
り
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。二

「
候
ふ
」
は
「
侍
り
」
に
比
べ
る
と
新
し
く
成
立
し
た
と
思
わ

れ
る
説
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
仏
神
に
対
し
て
は
、
十
一
世
紀
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
説

話
の
例
を
除
け
ば
、
「
候
ふ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四
節
ま
と
め

以
上
の
よ
う
な
と
と
か
ら
、
対
者
敬
語
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
に

つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
事
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
「
今
昔
物
語
集
」
に

お
け
る
桜
井
光
昭
氏
の
「
侍
り
」
「
候
ふ
」
の
使
用
対
象
に
関
す
る

原
則
は
「
古
本
説
話
集
」
に
は
殆
ん
ど
当
て
は
ま
ら
な
い
ば
か
り
か
、

「
古
本
説
話
集
」
成
立
期
に
は
「
侍
り
」
は
既
に
「
候
ふ
」
に
完
全

に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

桜
井
氏
の
原
則
で
は
「
候
ふ
」
と
「
侍
り
」
は
、
ほ
ぼ
五
い
の
使
用

領
域
を
侵
す
ζ

と
な
く
共
存
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
「
古
本
説
話
集
」
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で
は
「
候
ふ
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
使
用
さ
れ
、
「
侍
り
」
の
立

場
は
、
共
存
と
い
う
よ
り
古
い
時
代
の
残
存
と
い
う
形
で
し
か
使
用

例
巻
見
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
言
え
る
事
は
、
少
く
と
も
、

対
者
敬
語
「
候
ふ
」
の
面
か
ら
み
て
も
、
「
古
本
説
話
集
」
は
「
今

昔
物
語
集
」
の
後
に
成
立
し
た
と
い
え
る
と
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
の
使
用
比
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
一
対

一
・
八
、
「
古
本
説
話
集
」
で
は
一
対
四
・
六
で
あ
る
と
い
う
数
値

が
、
「
侍
り
」
が
平
安
後
期
か
ら
そ
の
役
割
を
「
候
ふ
」
に
取
っ
て

替
わ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
説
に
あ
っ
て
い
る
と
と
、
ま
た
既
述
の
通

り
表
五
の
よ
う
な
結
果
を
「
古
本
説
話
集
」
に
み
る
と
と
が
で
き
る

と
い
う
と
と
、
な
ど
の
ζ

と
か
ら
も
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
侍
り
」
は
「
今
昔
物
語
集
」
の
頃
ま
で
は
、
敬
意
逓
減

の
法
則
に
従
い
つ
つ
、
か
ろ
う
じ
て
そ
の
生
命
を
長
ら
え
て
い
た
が
、

「
古
本
説
話
集
」
期
に
な
る
と
、
古
い
時
代
の
話
し
言
葉
の
残
存
、

い
わ
ば
そ
の
痕
跡
を
残
す
に
止
ま
る
だ
け
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

結

論

本
稿
で
は
「
古
本
説
話
集
」
の
敬
語
に
つ
い
て
、
尊
敬
語
、
謙
譲

語
、
丁
寧
語
の
三
つ
の
面
か
ら
各
々
の
特
色
の
一
断
面
を
み
て
き
た

わ
け
だ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
乙
と
で
あ
る
。

ま
ず
尊
敬
語
と
し
て
選
ん
だ
補
助
動
詞
四
段
活
用
「
給
ふ
」
は
、

「
今
昔
物
語
集
」
に
み
ら
れ
る
使
用
対
象
の
原
則
を
殆
ん
ど
破
る
こ

と
な
く
、
踏
襲
し
て
い
る
形
を
と
り
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
て
変
わ
っ

た
点
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

次
に
謙
譲
語
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、

中
世
に
隆
盛
を
極
め
る
「
参

ら
す
」
が
、
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
無
き
に
等
し
い
の
に
、
数
十
年

後
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
古
本
説
話
集
」
の
中
で
は
早
く
も
力
を

伸
ば
し
て
き
て
、
衰
微
の
一
途
を
辿
る
「
き
ζ

ゆ
・
き
と
え
さ
す
」

「
申
す
」
の
使
用
部
分
に
侵
入
し
、
ま
た
一
方
で
当
時
謙
譲
の
補
助

動
調
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
「
奉
る
」
の
使
用
領
域

さ
え
も
脅
か
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
ζ

と
が
わ
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
両
作
品
の
性
格
の
違
い
な
ど
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
だ
が
、
「
参
ら
す
」
が
勢
力
を
広
げ
つ
つ
あ
る
過
程
に
「
古
本

説
話
集
」
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
変
容
は
、
や
は
り
古
代
か

ら
中
世
へ
の
移
り
変
わ
り
の
時
期
に
、

ζ

の
作
品
が
編
纂
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
、
と
い
う
事
は
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
丁
寧
語
の
「
侍
り
」
「
候
ふ
」
に
関
し
て
言
え
る
ζ

と
は
、

「
今
昔
物
語
集
」
に
み
ら
れ
た
各
々
の
使
用
対
象
そ
の
他
あ
っ
た
使

用
上
の
原
則
が
、
「
古
本
説
話
集
」
に
お
い
て
は
悉
く
崩
れ
て
い
る

と
い
う
と
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
候
ふ
」
が
完
全
に
丁
寧

語
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
た
め
に
「
侍
り
」
は
そ
の
存
在
を
古

代
の
遺
物
と
し
て
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
に
な
る
。

「
古
本
説
話
集
」
は
、
そ
の
成
立
時
期
が
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の

過
渡
期
で
あ
っ
た
た
め
、
一
方
で
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
の
よ

う
に
、
な
ん
ら
変
化
せ
ず
使
用
さ
れ
て
い
く
敬
語
を
抱
え
つ
つ
、
ま

た
一
方
で
、
謙
譲
の
補
助
動
調
「
き
こ
ゆ
・
き
ζ

え
注
す
」
、
丁
寧

語
の
「
侍
り
」
を
切
り
捨
て
て
、
そ
の
代
わ
り
に
「
参
ら
す
」
や

「
候
ふ
」
を
迎
え
入
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
古
本
説
話

集
」
な
る
作
品
が
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
、
当
時
代
の
文
学
作
品

の
先
端
を
行
く
も
の
だ
っ
た
た
め
と
、
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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地文 会話文 計

天竺・震E部 208 170 378 
奉

本朝仏法部 290 250 540 

本朝世俗部 26 90 116 
Jレ

計 524 510 l, 034 

天堂・震旦部 。 1 1 本と動も詞1 
聞

本 朝 仏 法 部 。 3 3 6 

本 朝 世 俗 部 。 10 10 21 
ニL

計 。 14 14 28 

天笠・震且部 12 21 33 
申

本朝仏法部 35 30 65 

本 朝 世 俗 部 25 37 62 
ス

計 72 88 160 

表一 「奉Jレ」 「聞ユ」「申ス」の分布（但し件数分布）
桜井光昭著「今昔物語集の語法の研究」より

地文 会話文 言十

奉 本朝世俗部 8 7 
~10 

る 本朝仏法・天佐部 40 15 

す参ら
本朝世俗部 3 1 

29 
本朝仏法・天佐部 14 11 

申 本朝世俗部 5 1 
13 

す 本朝仏法・天佐部 4 3 

え・き 本朝世俗部 2 1 
さき乙 3 
すとゆ 本朝仏法・天主全部 。 。

給 本朝世俗部 。 2 
3 

ふ 本朝仏法・天佐部 。 1 

計 76 42 118 

表ニ 「古本説話集」における謙譲の補助動調の分布
（但し延べ語数分布）
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